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調 査  報

は じ  め  に

コンピュータとネットワークシステムは,そ の技術要

素として,ヒ ューマン・インターフェース,コ ンピュー

タ利用形態,接 続形態,通 信技術,半 導体技術を背景と

して登場してきた.1980年代はEtllernetに代表される

10 Mbpsクラスの LANが 中心で,1990年代に入り,

100 Mbpsの FDDI(Fiber Distributed Data lnterface)

の導入が本格化した。

東京大学においても1990年から3ヶ年計画で東京大学

情報ネットワークシステムUTnetの 構築が開始され,

この3月で完成をみる.六 本木地区では,本 所と物性研

究所にそれぞれ100 Mbpsの FDDIを 利用した基幹ネッ

トワークが設置され,本 郷地区と768 Kbpsで接続され

た。この4月 には,千 葉実験所にUTnetが 導入され,

本郷地区のUTnet NOC(ネ ットワークオペレーション

センター)の 遠隔地接続用支線ネットワークと64 Kbps

の速度で接続される.

この間,UTnet建 設推進委員会生研 WGを 中心に六

本木地区ネットワークトポロジーの設計および,構 築の

ための作業を進めてきた.こ のため,コ ンピュータ・

ネットワークの環境のより進んでいる米国の実情,

FDDI―LANお よびマルチメデイア系コンピュータ・

ネットヮークの動向,ネ ットワークの管理 ・運用 ・サ
ー

ビスについて調査する必要があった.

幸いにして,筆 者は平成 3年度三好助成金を戴く事が

でき,INTEROP 91に 参力日したので,こ こに報告する

INTEROP COnferenceは ネットワークに関する技術

の現状を知るのに格好の機会を提供してくれた

:NTEROP 91

1991年10月7日 から11日までの 5日 間,シ リコンバ

レーの中心地,カ リフォルニア州サンノゼでコンピュー

タ。ネットワークのショウINTEROP 91が 開催された。

INTEROPと はインターオペラビリテイーの略であ

る 主 催者のインターオプ社は,1985年 米国西海岸で
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TCP/1Pと OSIを 中心としたネットワークにおけるマ

ルチベンダー環境と相互接続性 (Interoperability)|こ関

する情報提供,お よびエンドユニザ
ーの教育を目的とし

て創設された.機 関誌 ConneXionsも発行している.

今 年 のテーマ は “Computers&CommunicaJons

Coming Together"であり, 3日 間にわたる45セッショ

ンの会議, 2日 間の29のチュ
ートリアルセッション,出

展企業278社が参加した展示会が行われた。参加者も

33,000人と大盛況であった。会場はサンノゼ市のダウン

タウンにあるサンノゼ ・コンベンションセンタ
ーで,展

不の一部とコンファレンスはシビックオ
ーデイトリウム

でも開催された (写真 1,写 真 2).
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チュートリアル ・セミナー

チュートリアルは,“In depth Tutorial"という名前

で前半の2日間に開催された。チュートリアルの
一覧を

表 1に示す。今回は29のチュートリアルが開かれ,全 体

は次のように分類されていた.

・ネットワーク構築 (Tl,T2)

。TCP/1P IT3,T4)

。ネットワーク管理 ・運用 。セキュリテイ (T5～T12)

・OSI(T13～ T17)

・統合ネットワーク環境 (T18,T19)
・分散コンピューテイング環境 ・クライアントサ

ーバ ・

アプリケーション lT20～T24)
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高速ネットワーク (T25～T27)

X Window System・ GUI IT28,T29)

私は,分 散コンピュ
ーテイング環境 Athenaプロジェ

クト (表1の T22)を 受講した.講 師はマサチュ
ーセッ

ッエ科大学 (Massachuse■s lnstitute of Techn010gy,

MIT)の 」on A Rochlisで,San Jose COnvention Cen‐

t e rに隣接するFa i r m o n tホテルで行われ,参 加者は約

13 0名であった。

まず,第 1日目は

・分散コンピューテイング環境の歴史的背景

・Athenaプロジェクトの目的と思想

表 1 チ ュートリアル
ー覧

丁utorial Name                                 TutO『 ial

LAN/WAN lnterconn∝ L PraCtlcaI Perspectives on Today's Broadband/      Tl

Narrowband Ahernatives

lntroduclon to Munivendor Enterp“ se internets{tm)                T2

1ntroduclon to the TCPlP Prot∝ ol Suito                               T3

TCP/1P:lnterna:s and lmplementa薔 on                          T4

Application of Bridges and Routers: Nemork Desi9n and Product Survev      T5

The Simple Ne● vork Management Prot∝ oltSNMP,for:nternet Ne■ vork Mgmt T6

Theory of Bridges and Routers: Prot∝ ois and Algorithms in Depth            T7

Ne ″ヽork Security:The Kerberos Approach                    T8

LAN Interconnectlon Technolo9y Architectures:Solulons,TradeofFs and Trends T9

Ne■vork Administralon and Security for UNIX―based Nettvorks          T10

1nternet Naming and Dir∝ tory Services                                  Tll

Berkelev UNIX Nemorkin9                                T12

1ntroduction to the OS'Prot∝ol Suite                                 T13

The Latest COSiP・ Features and Functionanty                     T14

The X 400 Message Handling Systems: Standardsmand Practice             T15

The X 500 Standards for Directory Servtes                             T16

GOSIP Procurement Specifving Products and Services                T17

1SODE lnternals                                           T18

:BM Systems Network Archhecture{SNA}lnteroperab‖ hv              T19

0SF DCE and DME: Feattlres and Functions                            T20

UNIX Nctwork Programming                               T21

Dist■btlte(iCompt,ting: Proicct Athon3.A VVo「kinO Exan、plo               T22

Using NctwOrk Sorviccs                                              T23

Distrn)inc(:Fi10 Syslt・11)sa`l(INFS                                      T24

1niro(LК〕tioI)101,lo FDD,Pf()loct"`l:l(|ltS Nctworki:)t'AF)i"お〔ltiOns          T25

T h e  A r い: 〕( l E ; l t J i n 0 0 “] 1 9 0 ` P 子( ) t αK ) I P ( 1 : f ( ) 口1 l a l 〕c ( :                T 2 6

CiOab“ NctwOrk A,ch“ Ⅸ"‖「t:5                                    T27

!ntro`illctio,1101,io X Wilit!ow Sysl(1]1l                                   T28

,ntro(ltictio,110 thO X 1001kns`lnt,11lo OSF′Molil GUI                   T29
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の講義から始まり,

・ネットワークの構成
・ネームサーバ :ヘシオッド (HesiOd)
・セキュリテイ :ケロベロス (KerOberOss)
。システム管理サーバ :モイラ (Moira)
。ネットワーク管理 (SNMP,MIB)

に関する解説がなされた.

2日 日は

。電子メールとゼフィア (Zephy→通知サービス

。オンライン相談 (OLC)
。ファイルシステム (RVD,NFS,AFS)

についての話があった.

DEC,IBMと MITが 8年 と1億 ドルを費やしてコ

ンピュータ環境を作ったAthenaプロジェクト.

UNIXワ ークステーションをベースとしたAthenaシ

ステムは10,000人のユーザと1,200台のワークステー

ションそして100台のサーバからなるネットワーク環境

となった。

分散計算機環境をインフラストラクチャとして実現す

ることと,そ の構築の過程で教育的な経験をつかむこと

という二つの目的で1983年に始められた Athenaプ ロ

ジェクトは,1990年代のコンピュータ環境の決定を下す
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のに必要な経験を我々に与えてくれた.

セ ッ シ ョ ン

後半の 3日間が会議に充てられ,基 調講演と45のセッ

ションが開かれた。今回の基調講演は,INTEROP 91

と同時にスイスのジュネーブで開催されたTELECOM

91か ら,ビ デオ会議システムを使って,IBMの Elen

M HancOckが
“
ネットワーク・コンピューティングが

本当にやってきたのか?"と 題して,ネ ットワーク・コ

ンピューティングに関する現在の技術動向と今後の市場

推移について述べた。

全体 と しては,F r a m e  R e l a y , S M D S ( S w i c h e d

Mulimegabit Data Ser宙ce),T3(45 Mbps)な どの広

域高速接続のための技術開発がさかんに行われていた.

FDDIの 新しい才支術については,コ ンセントレータを

使った DAS(Dual Attached Station)とSAS(Single

Atached Station)の組合せで,階 層的な構造をもって

構築する手法をはじめ,Voice Over FDDIな どのマル

チメディアLANの 可能性が語られた。今後は,デ ータ

系と音声/画像系の統合利用の方向が追求される.

展  示   会

INTEROPの 展示会では,Solution Showcaseと称し

て,特 定の技術分野に焦点を絞って,異 機種間の互換性

のデモンストレーションがおこなわれる。今回は次の9

項目のデモンストレーションが行われた.

図 l FDDIの 相互接続デモ



45巻 5号 (1993.5)

1)FDDI,2)フ レーム・リレー,3)ISDN,

4)ONC/NFS, 5)OSI, 6)OSPF, 7)SDMS,

8)SNMP,9)ト ークン・リング

FDDIデ モには44社参加し,DAS,SASの 2つ の方

式による相互接続のほか,コ ンセントレータを利用した

階層的なネットワーク接続カン予われていた (図1).

FDDIは トークン・リング方式のネットワークであり,

リング中の単一のノードダウンに対してはリングの自動

折り返し機能によって通信が継続できるが,複 数のノー

ドがダウンするとリングはバックボーンとしての通信能

力を維持できなくなる。リングの分断といった事態をか

なり防いでくれるのがコンセントレータである.
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参加者のためのターミナルルームには,ANSI端 末以

外にX端 末も用意され日本語環境も使え,本 所計算機室

の kappaに アクセスしてメールを読むことができた

(写真 3).

なお,INTEROP 92か らは年 2回 になり,1993年 の

春は東海岸 lWashingtOn,DC)で ,秋 は西海岸 (San

Francisco)で開催される。また,1993年 10月にフラン

スのパリで,ヨ ーロッパで初の INTEROPが 開催され

る。

INTEROPの あとで, カル トレインに乗り,パ ロア

ルトにあるDECの 研究所にMr Charles P Tllackerを

訪ねた (写真 4)。 ここでは,Autonet(a High―speed,

Self_conlguring Local Area Network Using Point_

to_point links)についての説明とデモ,そ してコン

ピュータセンターを案内していただいた.

お わ  り  に

今回の訪米はコンピュータ。ネットワークに関する最

新の知見を得ることができ大変有意義であった.

このような機会を与えて下さった三好財団,な らびに

財団法人生産技術研究奨励会に感謝するとともに,報 告

が遅れ関係者の皆様に大変ご迷惑をおかけしたことをお

わびする.

INTEROPに 先立ちカリフォルニア メ ンロパーク

にあるcisco Systemsを訪間する機会がえられた.そ の

際,工 場を案内 して下さった主任の Ms Nancy A

Schwarmが 絣のもんぺをはいていたのが,印 象的で

あった。ciscoの工場は町工場の雰囲気そのままで,一

つ一つのルータが大切に人間の手をかけて作られていた。

本所計算機室にも,UTnetの 本郷とのゲートウェイと

して ciscoルータIGSの姿がある。

ネットワーク文化は情報を利用する人と人とのコミュ

ニケーションの積み重ねであるといえる。ここ数年,

UTnetの 仕事に携わリコンピュータ。ネットワークを

通じて,輝 いている人間にお目にかかる機会も多くなっ

た.血 の通ったコンピュータ。ネットワークをめざした

い (三好研究助成報告書 1993年 2月 15日受理)

写真 3 Terminal cluster

写真 4 DEC研 究所でⅣL ChaJes P nacker(中 央)と著者




